
令和7（２０２５）年4月開校

アクセス

臨港バス・市バス（最寄りバス停）

「小倉下町」 下車徒歩３分

「小倉」 下車徒歩６分

JR 南武線 矢向駅から 徒歩 1６分

鹿島田駅から 徒歩 20 分

JR 横須賀線 新川崎駅から 徒歩 18 分

※バスは、川崎駅西口、尻手駅、矢向駅、
武蔵小杉駅東口、新川崎駅などから発着

学校ホームページ(右の 2次元コードからもアクセススできます) 

https://kawasaki-edu.jp/2/114shinogura/

通学区域 「新小倉２番」 ※南加瀬中学校区

所在地 幸区新小倉 2 番 15 号

電話番号 044-588-1201

小倉

小倉下町

小倉陸橋

駅
向
矢
Ｒ
Ｊ

↓
崎
川
至

杉
小
蔵
武
至
↑

崎
川
新
↑

川崎市立新小倉小学校

線
通
直
Ｒ
Ｊ
・
鉄
相

線
賀
須
横

NECネッツエスアイ
㈱基盤技術センター

協力 写真提供 （株）エスエス 株式会社サイドピークス
発行日　令和７（2025）年12月13日





挨 拶 校 長 田中 康子

祝 辞 川崎市長 福田 紀彦

令和 7年 4月。本校は川崎市の１１５校目の小学校として、児童数５３５名、教職員４５名で開
校いたしました。「新しい自分をつくる 未来をつくる」を学校教育目標とし、自らの可能性を発
揮し、多様な他者と協働しながらよりよい人生を切り拓き、未来の創り手となる力を育んでいく教
育活動を進めております。

校舎は、環境に配慮し、最新の教育環境を整え、地域防災の拠点となる設備を備えています。また、将
来の児童数増にも対応できるように工夫が凝らされています。さまざまな形態の学習に対応することがで
きる空間もあり、子どもたちの充実した学びにつながっています。
最新の教育環境の有効な活用推進を図るため、本校は、今年、文部科学省のリーディングDXスクール

事業の指定校となりました。校務DXを推進し、職員室にフリーアドレスを導入しました。また、GIGA
端末、クラウドを活用した新しい授業実践を創出し、展開を図っています。
通学区域は、幸区新小倉 2番の集合住宅のみという特徴をもつ本校です。古くから人を大切にする温か

な小倉のまちや新産業の創出をめざす新川崎地区等の地域とつながり、協働しながら、子どもたちの成長
を支援していきたいと考えております。今後ともお力添えをいただけますようお願いいたします。
結びとなりますが、新小倉小学校の開校にあたり、ご尽力をいただきましたすべての皆様へ深く感謝申

し上げます。

川崎市立新小倉小学校が、川崎市制１００周年目の年に当たる令和７年４月に開校いたしまし
たことを心よりお祝い申し上げます。
本校は、保護者や地域の皆様からの熱い期待と、多くの方々の御尽力の下、新たな学び舎として

この可能性に満ちあふれたまちに、新たに開校した新小倉小学校では、ＩＣＴ機器を積極的に活用した
新しい学びや、地域と連携した学びが展開され、急速に変化する社会を生き抜くための資質・能力を育む
教育活動が日々実践されていると伺っております。その主体性と協働性を大切にした校風のもとで、子ど
もたちの発案から始まった、ＳＨＩＳＨＡＭＯ Ｇｔ．Ｖｏ宮崎朝子さんと一緒に取り組んだ校歌作成な
ど、川崎らしい新たな実践が生まれています。
新小倉小学校の子どもたちには、他者との違いを自然に受け入れ、それぞれの「違い」を「良さ」とし

て活かしあうような、多様性のまち川崎にふさわしい大人に育ってほしいと願っております。
結びに、新小倉小学校が、児童・保護者・地域の皆様とともに、学校としての年輪を重ね、大きく成長・

発展されますことをお祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

た。現在では、先端技術の研究開発や産業の創出を推進する「新川崎地区」の一角として、本市の将来を
担う重要な地域へと発展しております。

誕生いたしました。新小倉小学校が建つこの地域は、昭和の時代には東洋一の規模を誇る「新鶴
見操車場」があり、京浜工業地帯の発展と全国をつなぐ物流の要として大きな役割を果たしてまいりまし

祝 辞 川崎市議会議長 原 典之

祝 辞 川崎市教育委員会教育長 落合 隆

開校記念式典をめでたく迎えられました、川崎市立新小倉小学校の関係者の皆様に心から
お祝いを申し上げます。

地域の皆様が長年待ち望んでこられた新小倉小学校の開校は、人口１５５万人の都市へと発展
を遂げた川崎市の更なる成長を象徴するものであり、市議会としても、新川崎地区に新たな学

びの場が誕生したことを、大変喜ばしく感じております。
情報化やグローバル化が進展する現代社会において、時代は日々めまぐるしく変化しておりますが、い

かなる時代にあっても、明日の日本を支え、夢と希望に満ちた未来を築いていくのは子どもたちであり、
教育はまさに社会の礎であります。地域社会の宝である子どもたちにとって、この素晴らしい設備を備え
た新たな学び舎での一日一日が、かけがえのない経験となり、将来に向かって力強く歩みを進めていくた
めの確かな基盤となることを、心より願っております。
また、小学校は、地域に根ざした学びと交流の拠点として、地域の皆様に親しまれながら、その発展と

活力に貢献することも期待されております。
市議会といたしましても、子どもたちの笑顔があふれるまちづくりに、そして、子どもたちが安心して

過ごせる教育環境づくりに、皆様とともに全力で取り組んでまいります。
結びに、新小倉小学校の限りない御発展と、関係各位の御健勝と御多幸を祈念いたしまして、お祝いの

言葉といたします。

川崎市立新小倉小学校が、令和７年４月に開校し、令和７年１２月、開校記念式典が挙行される
ことを、心よりお祝い申し上げます。
新小倉小学校は、多様な学びの創出や地域コミュニティの核としての機能、環境への配慮といっ

た特色を兼ね備えた、まさに新しい時代にふさわしい学び舎として誕生いたしました。
本市では、第２次教育振興基本計画「かわさき教育プラン」に基づく教育活動、教育施策を推進してお

り、「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」という基本理念の下、基本目標を「自
主・自立」「共生・協働」と掲げ、子どもたちの将来の社会的な自立に必要な能力・態度及び共生・協働の
精神の育成を進めております。
教育プランの基本理念・基本目標を念頭として、新小倉小学校では、学校教育目標を「新しい自分をつく

る 未来をつくる」とし、子どもたちが安心して学び、変化の激しいこれからの社会を、主体的に生きてい
く力を身に付けていけるよう、午前５時間の特色ある教育課程の実践をはじめ、ＩＣＴ環境を生かした学
びの推進、さらには地域連携やアントレプレナーシップ教育の展開など、次世代を見据えた多様な教育実
践に果敢に取り組まれております。これらの取組が、子どもたちが今と未来を豊かに生きる力を育むため
の、かけがえのない土台となることを期待しております。
結びに、新小倉小学校の更なる飛躍と限りない発展、また諸先生方、保護者、地域の皆様方の更なる御活

躍、御健勝をお祈り申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

未来を表す「future」から取りました。

この学校は木（生命力という意味もある）を多く使っているので、

木にしました。葉はみんなの様々な個性がジグソーパズルのように

つながり合っていくことを表しています。黄色でかこまれている芽

は、これから成長していってほしいという意味があります。

デザイン：6 年 村松 結月

頭のパズルは 人 人がつなが て大きなものをつくるという意味が

新小倉小学校マスコットキャラクター

フューちゃん



令和 5.5.28

令和５.12.2

令和６.2.29

　　平成24（2012）年1月の基本協定締結時に、大規模共同住宅

の建設が進む幸区新川崎地区に、小学校の新設が決定されまし

た。当初は、平成 29年度、30年度の開校を予定し、校舎の整備を

2 段階に分けて行うことなどを想定していましたが、地域の開発動

向の状況的変化等を踏まえて、開校時期が段階的に見直されまし

た。そして、令和２年５月の基本構想・基本計画見直し時に令和７

年度開校の計画が決定されました。

平成2３年度　 基本協定締結

平成24年度 基本構想策定

平成 25年度 基本計画検討委員会（計４回開催）

令和 2年度  用地取得、基本構想基本計画見直し

令和 3年度  基本設計完了

令和 4年度  実施設計着手

令和 5年度  建築工事・通学区域検討・校名検討

令和 6年度  開校準備担当設置、学校説明会等

竣工式内覧会・学校施設見学会

令和 7年度  ４月開校

４月７日 開校式・始業式、入学式

新小倉小学校ができるまで

令和６.5.10

令和６.12.3

令和７.1.28

「新小倉小学校」の名称について

学校の名称は「学校設置場所の地名に基づくもの」「周辺の

歴史的な背景を考慮する」という二つの点を踏まえて検討され

ました。

令和5年度に、日吉地区に居住する方々を対象に学校名の意

見募集を行いました。その結果を踏まえて、主に通学区域と見込

まれる小倉小学校と東小倉小学校の児童を対象に、アンケート

を実施しました。結果として「新小倉小学校」が最も多く、学校

名として決定しました。



・市制 101 年目の年に新たに開校する学校
・155 万人を擁する発展都市川崎の新たな開発地区
・世界に羽ばたく新技術を抱え飛躍する新川崎地域
・環境に配慮し学習環境を整えた新校舎
・新しい時代に求められる資質・能力の育成
・川崎が目指す新しい教育の姿

　情報化やグローバル化など、社会が急速に変化していく予測困難で複雑な時代を、子ども

たちが将来を展望しながら主体的に生きていくためには、「新しい時代を主体的に乗り越え、

豊かな人生を切り拓く力」、「自分のよさや可能性を認め、多様性を尊重し、協働しながら学

び高めあう力」を身に付けていくことが大切だと考えています。

　新小倉小学校の開校にあたっては、このような力の育成に加え、次に示す6つの点を考

慮して学校教育目標を設定しました。

新小倉小学校の学び

新しい自分をつくる　未来をつくる

　学ぶことで変わり新しい自分を見つけていく。学校生活を通じて、新小倉小学校の一人ひ

とりの児童が、多様な他者と協働しながら、変化に主体的に向き合い、社会に積極的に関わ

る態度を身に付けていく。そして、自らの可能性を広く見出し、未来の創り手となる力を育

んでいく。本校の学校教育目標にはそのような思いを込めています。

　「主体性」と「協働性」を育みながら、子どもたちが安心して学び、新しい時代を生きて

いく力を身に付けていけるよう、豊かな教育活動の推進に努めていきます。

学校教育目標

学校教育目標の実現に向けて
　学校教育目標を具現化していくために、次のように「目指す児童の姿」を定め、児童・保護者と

教職員で共有しながら教育活動を進めていきます。

　各教科学習はもちろんのこと、教育活動全体を通じて、関連する資質・能力の育成を図っていき

ます。保護者の皆様や地域の皆様とも連携しながら、協力して子どもたちの成長を支えていきたい

と考えています。

主体的に学び
生かしていく

目指す児童の姿

つながりをもち、
考えを深め表現する

視野を広げ、
多様性を認め合う

新小倉小学校の教育の重点

確かな学力を育む
学習活動の充実

創意工夫ある
教育課程の編成

人権尊重教育の
充実

興味関心やつながりを重

視した学習活動の推進

協働的な学びの推進と学

びを生かす力の育成

一人ひとりに応じた支援

の充実

新川崎・創造のもりなど

と連携し、地域の特色を

生かした学習活動を展開

多様性を学び、広い視野

を育む多文化共生教育の

充実

教育設備を生かしたICT

の活用と情報教育の充実

「自分の大切さとともに

他の人の大切さを認める

力」の育成



のまま受けとめ、大切に

する学校づくり

一人ひとりの児童をあり



人権尊重教育 の充実
　多くの人とかかわり、ともに活 動する中で、子どもた

ちは多様な経験を積み重ねていき ます。

　教育活動全体を通じて「自分の 大切さとともに他の人

の大切さを認める力」の育成を目 指していきます。

　他の人の立場に立って考える力 、お互いを認め合う力、

自分の考えを伝えて共感的に理解 し合う力など、児童の

実態に応じながら指導・支援を行 っていきます。

学校の近隣には、新しい技術や産業を創造する研究開発拠点である「新川崎・創造のもり」

があり、その周辺にも多くの企業や教育研究機関などが集まっています。また、自然が残る

夢見ヶ崎動物公園など魅力的な教育環境があります。

　新小倉小学校では、学校教育目標を中心として、地域や社会とつながり、様々な人とつな

がる体験的な活動を重視しながら、教育環境を積極的に生かした特色のある学びを進めてい

きます。

GIGA端末の活用
　知識・情報・技術が加速度を増して進展する社会にあっ

て、私たちの生活も、あらゆる場面で ICT を活用するこ

とが当たり前になっています。

　新小倉小学校では、情報活用能力をこれからの社会を

生きる子どもたちにとって重要な力と位置付け、各教科

学習のみならず学校生活の様々な場面で ICT の積極的な

活用を進めていきます。

※川崎市総合教育センター令和7年度「かわさきGIGA

スクール構想　推進協力校」

※文部科学省2025年度「リーディングDXスクール

　指定校」

新しい自分を つくる　未来をつくる

新小倉小学校の特色ある学び

人権尊重教育 の充実
　多くの人とかかわり、ともに活 動する中で、子どもた

ちは多様な経験を積み重ねていき ます。

　教育活動全体を通じて「自分の 大切さとともに他の人

の大切さを認める力」の育成を目 指していきます。

　他の人の立場に立って考える力 、お互いを認め合う力、

自分の考えを伝えて共感的に理解 し合う力など、児童の

実態に応じながら指導・支援を行 っていきます。

地域や社会とつながる学習活動
　新川崎・創造のもりや近隣の企業等と連携して、最新の

技術を生み出している企業等を見学したり、専門家の方を

ゲストティーチャーとしてお招きしたりするなど、学校の

枠を広げた体験的な学びを積極的に進めていきます。

　地域や社会とつながり、様々な人とつながっていく中

で、新たな知識や考え方を学んでいく経験は、一人ひと

りのキャリア形成に関する意識の向上にもつながってい

きます。

多文化共生教育の推進
　グローバル化が急速に進み、価値観が増々多様化して

いく社会の中にあって、多様性を尊重する態度の育成が

求められています。

　世界の国々に目を向けて、多様な文化に触れるなどの

経験を通し、様々な違いや共通点を知り、自分や他者と

のつながりについて学ぶ機会を作っていきます。

　多様な文化や様々な考え方などを知り、多面的な見方

や考え方を育み、お互いを尊重する力を育んでいきます。

新しい自分を つくる　未来をつくる



本校では、より充実した教育活動を目指して午前5時間授業の時程を採用しています。授業時間数に一定の

ゆとりを確保しながら集中しやすい時間帯に多く授業を実施して、確かな学力の育成を目指しています。

週２回のロング昼休みを設定し多様な活動機会を設定するとともに、時期や行事等によって午前4時間授業

の時程も併用して、教育課程を柔軟に実施しています。

校 章

同じ幸区内の川崎市立川崎総合科学高等

学校デザイン科に校章案の募集を行い、そ

の案を基に決定しました。

＜校章に込めた思い＞

学校づくりの基本理念である「地域とともに、ひとや環境にやさ

しい未来を創る次世代小学校」から着想を得て、地域全体のつなが

りを線の重なりで表現しています。

右に線が伸びていくデザインには、子どもたちや教職員、地域の

皆様との明るい未来への懸け橋になるようにという思いを込めてい

ます。既存の校章のイメージにとらわれないシンプルかつ斬新なデ

ザインにしました。

校章・校旗

新小倉小学校の学校生活 

通常の時程

月 火 水 木 金
5時間授業 1・2・3年 1・2年 全学年 1・2年 1・2・3年

6時間授業 4・5・6年 3・4・5・6年 3・4・5・6年 （4）・5・.6年

8:00～ 8:20 登　校

8:20～ 8:30 朝の会・学習準備 朝会 /朝の会 朝の会・学習準備

1 8:30

9:15 1 時間目

2 9:15

10:00 2 時間目

3 10:00

10:45 3 時間目
10:45～ 11:05 中　休　み

4 11:05

11:50 4 時間目

5 11:50

12:35 5 時間目

12:35～ 13:20 給　食
13:20～ 13:35

ロング昼休み
清　掃 ロング昼休み

（月1回・全校集会）
清　掃 帰りの会 /簡単清掃

13:35～ 13:45 帰りの会 /昼休み 帰りの会 /昼休み 委員会（5・6年）
13:35～ 14:20

クラブ（4・5・6年）
13:35～ 14:40

13:45～ 13:50 帰りの会 /簡単清掃 帰りの会 /簡単清掃

6 13:50

14:35
4・5・6年 3・4・5・6年 3・4・5・6年

14:35～ 14:45 帰りの会 帰りの会 帰りの会

下校
時刻

5校時 13:50 13:50 13:50 13:50 13:35

6校時 14:45 14:45 14:45 委14:25・ク14:45

新小倉小学校の教育環境

　「地域とともに、ひとや環境にやさしい未来を創る次世代小学校」を学校づくりの基本理念として、施設

設計を行っています。次のようなコンセプトを設定して、環境への配慮や地域コミュニティの核、また次世

代を創造する学校づくりを目指して様々な技術を取り入れています。

学びをつなぐ 地域とつなぐ 未来へつなぐ
シームレスな学習環境を整備し、
児童の多様性をうけとめる場

学校、地域、産業が一体となる
地域コミュニティの核

未来を見据えて環境に配慮した
次世代エコスクール

新小倉小学校の施設の特徴

・ 普通教室及び特別教室に
プロジェクターを整備し、
GIGA端末を有効に活用した
学習活動を推進

GIGAスクール構想への対応

活動をつなぐゾーニング
・ 多様な学習空間を整備する
とともに各所の見通しを確
保し、複数の場所にアクセ
スしやすい教室配置

地域開放エリアの充実
・ 地域利用しやすい配置とし、
学校と地域の幅広い活動に
対応

環境負荷の低減
・ 体育館の屋根からの雨水を
貯留・ろ過し、トイレの洗
浄水として利用

防災機能の充実
・ 応急給水拠点としての役割
やマンホールトイレなどの
整備
・
 
太陽光パネルや蓄電池、発
電機の利用など避難所とし
ての活用に備えた機能
・
 
災害時でも利用できる体育
館空調の整備

高断熱・高気密化
・ 屋根や外壁、サッシなど外
気に面する部分の高断熱・
高気密化を図り、空調負荷
を低減

緑豊かなアプロ―チ
・ 屋上緑化や常時開放する歩
行者空間を設置



１階

３階

オープンスペース

アリーナ（体育館）

多目的室
3F-1

理科室
2

図工室
1

図工室
2

理科室
1

女子トイレ
男子トイレ

3-1 3-2 3-3
少人数
教室

EV

多目的トイレ
男子トイレ

4-1
国際
教室

女子トイレ

4-2

多目的室
3F-2

多目的室
3F-3

コンコース（昇降口前）校庭から見た校舎

 

４階

放送室グローバルルーム

屋上庭園

２階

メディアセンター



令和７年度の学校の様子

4April
初代校長 田中 康子、教職員４５名着任

●入学式 １６２名入学

全学年児童数合計 ５３５名

学級数 １年５学級

２年４学級

３年３学級

４年２学級

５年２学級

６年１学級

学習室３学級

●登下校安全見守り（１年）
４.18 ●校内研修

４.7

２年～６年移籍 小倉小３１７名

東小倉小４５名 その他１１名

（令和６年度新小倉小学校開校準備担当）

 ●竣工式・内覧会

学校施設見学会 

 3 March 

校章デザイン考案者に感謝状 

 

3.20

●開校４.1

●開校式・始業式

４.8

４.9 慶応義塾大学教授　三木先生講演●学校たんけん（１年）

●交通安全教室（1年）

5May

４.22〜24 ●授業参観・懇談会 ４.25 ●第１回 委員会活動開始

４.28 ●避難訓練 ●第１回 代表委員会

５.9 ●校内研究日

５.23 ●校内研修

北海道教育大学准教授　川俣先生講演

５.27

●総合

「未来へのメロディィー」
SHISHAMO Gt.Vo

宮崎さん来校１回目

6June
●自然教室（５年）

６.17 ●引き渡し訓練

６.18

●全校集会

６.19

●鍵盤ハーモニカ

講習会（１年）

６.13 ●新体力テスト（５年）

５.2 ●交通安全教室（３年）

5.30 

●第１回 クラブ活動 

６.2〜4

４.22



６.21 ●土曜参観

●こども安全教室

６.23 ●品川水族館遠足（２年）

６.23 ●水泳学習 開始

●職員研修

信州大学准教授　佐藤先生講演
●こころの劇場（５・６年）

●経済労働局との連携授業

（アントレプレナーシップ教育）（５・６年）

7July
7.8 ●芸術鑑賞教室

7.10 ●職員研修
（心肺蘇生法）

7.15 ●校内研究

7.3 ●職員研修（Google・ベネッセ）

7.17 ●総合「未来へのメロディー」
SHISHAMO Gt.Vo　宮崎さん来校２回目　 

６.24

６.27

8August
8.22 ●職員研修
（不審者対応訓練）

９.２〜３ ●修学旅行（６年）

9.11

●出前ゴミスクール（４年）
9.29

●スーパーマーケット見学（３年）

10October

●前期終業式

10.15 ●後期始業式

●運動会

9.18

●総合「未来へのメロディー」
SHISHAMO Gt.Vo　宮崎さん 

来校３回目 校歌発表

9September

10.10

10.18



未来へのメロディー
～０から創るわたしたちの校歌～

校歌をつくるために、まずは作曲をお

願いできる方を探しました。川崎市の

文化大使であり、校章をデザインして

くれた生徒さんと同じ高校出身であ

る SHISHAMO の宮崎朝子さんに依

頼の手紙を書きました。

２回目の対談では、みんなで決めた８

つの言葉を宮崎さんに発表しました。

それぞれの言葉に込めた思いを話し

て、自分たちの気持ちをしっかり伝え

言葉を託しました。

初めて宮崎さんをお迎えして、これまで

に調べてきた内容を発表しました。「ぜひ

一緒に校歌をつくってほしい」という思

いを直接伝えました。宮崎さんからは「今

の新小倉」「これからの新小倉」に込めた

い言葉を集めるとよいと大切なアドバイ

スをいただきました。

新小倉小学校には校歌がないことに

気づき、「自分たちでつくりたい！」

という声が上がりました。そこから、

総合的な学習の時間で校歌づくりが

スタートしました。

①校歌をつくりたい！

②作曲家を探そう！

③５．２７ 宮崎さんとの初対面

⑤７．１７ 言葉を宮崎さんへ

という声が上がりました。そこから、

６年生が全校集会で下級生に向けて初め

て校歌を披露しました。そこから式典に

向けて、全校での練習が始まりました。

⑦開校記念式典に向けて

 

 

３回目の対談では、ついに完成した校歌

を初めて聴きました。宮崎さんから、曲

に込めた思いや作曲の工夫についてお

話を伺い、感動の瞬間を迎えました。 

 ⑥９．１８ 校歌との出会い 

 

 

５・６年生で多くの言葉を出し合い、全

校にもアンケートを取りました。その

後、６年生で何度も話し合いを重ねて、

校歌に込める８つの言葉を決めました。 

 ④歌詞に入れたい言葉を決める 

私たちの思いや願いを込めた８つの言葉



和
七
年
度
六
年
生
一
同

新
小
倉
小
学
校

校
歌

校歌づくりの学習を通して ～子どもたちの姿から～
「校歌をつくりたい」という小さな声から始まった取組は、学校

全体を巻き込みながら、大きな学びへと発展していきました。

子どもたちは、校歌づくりを通して一人ひとりが考え、仲間と語

り合い、思いを形にしていきました。話し合いの場では、自分の考

えをまっすぐに伝える姿、仲間の意見を受け止めながらよりよい答

えを見いだそうとする姿が見られ、一人ひとりの中に「自分をつく

る」力の育ちが感じられました。活動を重ねる中で、子どもたちの

心の中には、学校や地域への愛着が少しずつ、そして深く根づいて

いきました。悩み、考え抜いた 8つの言葉を宮崎さんに託した瞬間

には、「未来をつくる」まっすぐなまなざしが輝いていました。

宮崎さんが、初めて校歌を届けてくれた時、子どもたちは緊張し、集中しながら聴き入っていました。聴き終わる

と音楽室は大きな拍手に包まれ、中には涙を流している子もいました。宮崎さんは校歌に込めた思いを直接語りかけ

てくださり、子どもたちは、自分たちの心が届いて形になった喜びを感じていました。「みんなの言葉があったから

こそできた、一緒につくった校歌です」という言葉に、子どもたちは誇らしく晴れやかな表情を浮かべていました。

新小倉小学校の「今」と「未来」を考えながら、子どもたちと宮崎さんの想いがつながって生まれた校歌です。

これから、そして遠い未来まで、心を込めて大切に歌い継いでいってほしいと願っています。
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SHISHAMO　Ｇｔ．Ｖｏ 宮崎朝子さんからのメッセージ
川崎で生まれ育った私が、川崎の新しい小学校の校歌を制作

できるなんて、本当に嬉しいです。そして何よりも児童の皆さ

んと共に制作できたことが素敵な思い出となっています。皆が

主体性を持ってひとつひとつのことに真摯に向き合い考えてい

く姿に、とても感動しました。歌詞に入っている言葉は、いく

つか児童の皆さんが考えてくれたものです。児童の皆さん一人

一人が、自分たちが通うこの新小倉小学校のこと、そして未来

の新小倉小学校のことを大切に思う気持ちが込められていま

す。皆で作ったこの校歌が、長く永く歌われますように。 

令 宮
崎
朝
子

宮
崎
朝
子

作
曲

作
詞



アクセス

臨港バス・市バス（最寄りバス停）

「小倉下町」 下車徒歩３分

「小倉」 下車徒歩６分

JR 南武線 矢向駅から 徒歩 1６分

鹿島田駅から 徒歩 20 分

JR 横須賀線 新川崎駅から 徒歩 18 分

※バスは、川崎駅西口、尻手駅、矢向駅、
武蔵小杉駅東口、新川崎駅などから発着

学校ホームページ(右の 2次元コードからもアクセススできます) 

https://kawasaki-edu.jp/2/114shinogura/

通学区域 「新小倉２番」 ※南加瀬中学校区

所在地 幸区新小倉 2 番 15 号

電話番号 044-588-1201

小倉

小倉下町

小倉陸橋
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